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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年7月17日(2008.7.17)

【公開番号】特開2002-58658(P2002-58658A)
【公開日】平成14年2月26日(2002.2.26)
【出願番号】特願2001-168809(P2001-168809)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/055    (2006.01)
   Ｇ０１Ｒ  33/32     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   5/05    ３８２　
   Ａ６１Ｂ   5/05    ３８０　
   Ａ６１Ｂ   5/05    ３９０　
   Ｇ０１Ｎ  24/02    ５２０Ｙ

【手続補正書】
【提出日】平成20年5月29日(2008.5.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】インターベンショナルＭＲＩ用の磁気共鳴イメージング装置
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　被検体内に挿入するデバイスの操作を伴うインターベンショナルＭＲ
Ｉ用の磁気共鳴イメージング装置において、
　前記デバイスの先端部の位置を検出する検出手段と、この検出手段により検出される先
端部の位置のデータに基づいて前記デバイスの先端部の移動状態を表示する移動状態表示
手段とを備えたことを特徴とする磁気共鳴イメージング装置。
　　【請求項２】　請求項１に記載の磁気共鳴イメージング装置において、
　前記移動状態表示手段は、前記検出手段により検出された先端部の位置のデータから前
記デバイスの移動軌跡データを作成する作成手段と、この作成手段により作成された移動
軌跡データを表示する表示手段とを備える磁気共鳴イメージング装置。
　　【請求項３】　請求項２に記載の磁気共鳴イメージング装置において、
　前記作成手段は、前記先端部の位置のデータに適宜な時刻毎に目印を付ける手段と、こ
の目印間のデータをその目印間毎にグループ化し、且つこのグループ化したデータを前記
移動軌跡データとして出力する手段とを備え、
　前記表示手段は、前記グループ化されたデータをそのグループ毎に異なる態様で表示す
る手段である、磁気共鳴イメージング装置。
　　【請求項４】　請求項３記載の磁気共鳴イメージング装置において、
　前記作成手段は、前記デバイスの操作手元部に設けられ、且つ前記目印を付けるための
信号を発生する操作手段を備えた磁気共鳴イメージング装置。
　　【請求項５】　請求項３記載の磁気共鳴イメージング装置において、
　前記表示手段は、前記グループ化されたデータをそのグループ毎に異なる輝度又はカラ
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ーで表示する手段である磁気共鳴イメージング装置。
　　【請求項６】　請求項５記載の磁気共鳴イメージング装置において、
　前記表示手段は、前記グループ化されたデータをそのグループ毎に、グループ化されて
からの経過時間に対応して異なる輝度又はカラーで表示する手段である磁気共鳴イメージ
ング装置。
　　【請求項７】　請求項２～６の何れか一項に記載の磁気共鳴イメージング装置におい
て、
　前記表示手段は、前記作成手段により作成された移動軌跡データを参照画像上に重畳し
て表示する手段である磁気共鳴イメージング装置。
　　【請求項８】　請求項１に記載の磁気共鳴イメージング装置において、
　前記移動状態表示手段は、前記検出手段により検出された先端部の位置のデータを、こ
のデータの検出の時系列を表す情報と共に表示する手段である磁気共鳴イメージング装置
。
　　【請求項９】　請求項８に記載の磁気共鳴イメージング装置において、
　前記時系列を表す情報は、前記位置のデータを表示するときの輝度の高低、前記位置の
データを表示するときの色相の違い、及び前記データを表示するときの間引きの程度の違
いのうちの一つである磁気共鳴イメージング装置。
　　【請求項１０】　請求項１に記載の磁気共鳴イメージング装置において、
　前記移動状態表示手段は、前記検出手段により検出された先端部の位置のデータを参照
画像上に重畳して表示する手段である磁気共鳴イメージング装置。
　　【請求項１１】　請求項１に記載の磁気共鳴イメージング装置において、
　前記検出手段は、前記デバイスの先端部に取り付けられた微小なＲＦ検出コイルと、Ｒ
Ｆ磁場で励起した前記ＲＦ検出コイルの近傍のＭＲ信号を傾斜磁場印加と共に収集する手
段と、前記ＭＲ信号の周波数解析を通して前記ＲＦ検出コイルの位置を前記先端位置とし
て求める手段とを備えた磁気共鳴イメージング装置。
　　【請求項１２】　請求項１１に記載の磁気共鳴イメージング装置において、
　前記ＲＦ検出コイルは、その１個が前記デバイスの先端部に取り付けられている磁気共
鳴イメージング装置。
　　【請求項１３】　請求項１～１２の何れか一項に記載の磁気共鳴イメージング装置に
おいて、
　前記デバイスはカテーテルである磁気共鳴イメージング装置。
　　【請求項１４】　被検体内に挿入するデバイスの操作を伴うインターベンショナルＭ
ＲＩに用いられるとともに、所定のパルスシーケンスに基づく磁場を前記被検体に印加す
ることで得られるＭＲ信号を用いて断面の画像を得る磁気共鳴イメージング装置において
、
　前記デバイスの位置情報を検出する位置検出手段と、この位置検出手段により検出され
た位置情報に基づき前記パルスシーケンスに含まれる撮像パラメータを、前記断面が前記
デバイスを常に含むように制御する制御手段とを備えたことを特徴とする磁気共鳴イメー
ジング装置。
　　【請求項１５】　請求項１４に記載の磁気共鳴イメージング装置において、
　前記位置検出手段は、微小ＲＦ検出コイル、磁気検出体、又はＭＲ信号を出力するマー
カ体から成るセンサを備えている磁気共鳴イメージング装置。
　　【請求項１６】　請求項１５に記載の磁気共鳴イメージング装置において、
　前記センサは、前記デバイスの本体部に少なくとも２個取り付けられている磁気共鳴イ
メージング装置。
　　【請求項１７】　請求項１５記載の磁気共鳴イメージング装置において、
　前記センサは、前記デバイスを支持する支持部又はこのデバイスを把持する把持部に少
なくとも２個取り付けられている磁気共鳴イメージング装置。
　　【請求項１８】　被検体内に挿入するデバイスの操作を伴うインターベンショナルＭ
ＲＩに用いられるとともに、所定のパルスシーケンスに基づく磁場を前記被検体に印加す
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ることで得られるＭＲ信号を用いて断面の画像を得る磁気共鳴イメージング装置において
、
　前記デバイスの操作に関する計画を前記画像を用いて操作前に立てる術前計画手段と、
この術前計画手段により立てられた計画を前記被検体に関連させて出力する出力手段とを
備えたことを特徴とする磁気共鳴イメージング装置。
　　【請求項１９】　請求項１８に記載の磁気共鳴イメージング装置において、
　前記術前計画手段は、前記デバイスを前記被検体内に挿入するときに必要なターゲット
の位置、当該被検体の体表上の挿入開始位置、及び、そのターゲットの位置と挿入開始位
置とを結ぶ経路を立案する手段である磁気共鳴イメージング装置。
　　【請求項２０】　請求項１９に記載の磁気共鳴イメージング装置において、
　前記出力手段は、少なくとも前記デバイスの挿入開始位置を前記被検体の体表上に指示
する手段である磁気共鳴イメージング装置。
　　【請求項２１】　請求項２０記載の磁気共鳴イメージング装置において、
　前記出力手段は、前記少なくとも前記デバイスの挿入開始位置を示す光を前記体表上に
投光する投光器を備えている磁気共鳴イメージング装置。
　　【請求項２２】　請求項１８～２１の何れか一項に記載の磁気共鳴イメージング装置
において、
　前記デバイスは穿刺針であり、前記計画はその穿刺針を穿刺するための計画である磁気
共鳴イメージング装置。
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